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誘導体を 6ヵ月締投与し，以後再発してない. 1症部2]50議女殺.39 
f長時Lこ子宮筋麓で子'3'1i!-描務を受けた‘ 1999年6月に3郎自の縛発布
気腕に対して，続殺鏡γ4こブラと犠鍛撲の小干しを切除した.組織学的
には子宮内膜症の所見は認めなかった.以後気胸は符発していない.
{鐙俄3144設立性.20011';: 1月の月続開始日に発寂したお筑胞に対
して，腕綾裁下iニプラを切除し，横路撲のIj'1しを一部切除した.議機
学的には子宮内膜症の所見は認めなかった.術後からGnRH誘導体を
投与したが，吏年j窃痕jえが強いため4ヶ月間で*1とした.その後も月
殺のたびに気胸を再発したため， 20021ド2月に擁壁支鏡下鐙機胸膜強過
街を施行した.以後気蹄は持発していない. [務部4}46説女性.}J続
時iニ繰り返す再発右気胞に対して， 2002年 7J3に腕践説手術を施行し
た.プラは認めず.横筋膜の褐色の斑点を娩灼した.以後も月経のた
びに怠切れが出現している. [症部 5)45議女性，月経時iこ発症した2
問自の再発おう法輪に対して 20û3~6月に腕腔鏡下にプラと犠鮪膜の
小孔を切除した.議，織学的にプラ・Ildi腕続・横鵠践に子宮内駿i笥紫を
認めた.術後GnRH誘導体を投与し，以後会主絢の;再発はない. {結語i
s例のJj経路持性気胸グ〉全然;こ毛i横鰭摸の小孔または諸点を認めたが，
組織学的に巽所俊子宮内諜惑を証明できたのは2i7aのみであった.
